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令和７年小樽市議会第１回定例会  

市   長   提   案   説   明  

 

令 和 ７ 年 第 １ 回 定 例 会 の 開 催 に 当 た り 、 た だ 今 上 程 さ れ ま し た 各 案 件

に つ い て 提 案 理 由 の 説 明 を 申 し 上 げ る の に 先 立 ち 、 新 年 度 に 向 け た 市 政

執行に対 する私 の 所信の一 端と施 策 の概要を 申し上 げ ます。  

 

こ こ 数 か 月 、 小 樽 港 に つ い て の ３ つ の 受 賞 と 、 日 本 遺 産 認 定 と い う 、

嬉しい知 らせが 相 次いで届 きまし た 。  

こ れ は 、 官 民 で 連 携 し て 、 未 来 の あ る べ き 姿 を 思 い 描 き な が ら 、 ま ち

の 強 み を 活 か す 努 力 を 積 み 重 ね て き た こ と が 結 実 し た も の で あ り 、 本 市

のまちづ くり全 体 に通じる 姿勢で あ ると 考え ていま す 。  

 

小 樽 港 に つ い て は 、 市 内 中 心 部 に 近 い 強 み を 活 か し 、 港 を 観 光 拠 点 と

する、第 ３号ふ 頭及 び周辺区 域の再 開 発を、官 民で意 見を 交わしな がら、

進めてま いりま し た。  

令和５年 の「ク ル ーズター ミナル 」の運用開 始に続 き 、昨年３ 月に「小

樽 国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー 」 が 開 業 、 ４ 月 に は 、 大 型 ク ル ー ズ

船 対 応 岸 壁 が 供 用 開 始 す る と と も に 、 「 み な と オ ア シ ス 」 が 国 に 登 録 さ

れました 。  

ク ル ー ズ 船 の 全 て を 市 内 中 心 部 に 近 い 第 ３ 号 ふ 頭 で 受 け 入 れ ら れ る よ

うになっ たこと で 、新しい 人の流 れ が生まれ ていま す 。  

こ う し た 港 の 利 便 性 向 上 と 新 た な に ぎ わ い の 創 出 が 高 く 評 価 さ れ 、

「 み な と 観 光 」 を 推 進 し て き た 小 樽 商 工 会 議 所 が 「 全 国 商 工 会 議 所 き ら

り輝き観 光振興 大 賞  優秀 賞」を 、本市が「 クルー ズ・オブ・ザ・イ ヤー

２ ０ ２ ４  特 別 賞 」 を 、 そ し て 小 樽 港 が 「 ポ ー ト ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー ２
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０ ２ ４ 」 を 受 賞 し た こ と は 、 大 変 光 栄 で あ り 、 今 後 の 更 な る 発 展 の 契 機

となるも のと思 っ ておりま す。  

そして迎 える令 和 ７年度中 には、小 樽港観光 船ター ミ ナル、小 型船（ふ

な ） だ ま り 、 イ ベ ン ト 広 場 な ど を 備 え た 緑 地 が 完 成 予 定 で あ り 、 に ぎ わ

い の あ る 国 際 交 流 空 間 を 目 指 し て 整 備 を 進 め て き た 、 第 ３ 号 ふ 頭 と 周 辺

区 域 は 、 そ の 強 み を フ ル に 発 揮 し よ う と し て い ま す 。 こ の 場 所 が 、 市 民

に も 来 訪 者 に も 親 し ま れ る 魅 力 的 な エ リ ア と な る よ う 、 ま た 多 く の ク

ル ー ズ 船 が 訪 れ 、 市 内 各 所 に 新 た な に ぎ わ い が 生 ま れ る よ う 、 今 後 と も

官民で連 携して 取 り組んで まいり ま す。  

 

港 と 並 ぶ 本 市 の 強 み 、 歴 史 文 化 に つ い て は 、 「 北 海 道 の 『 心 臓 』 と 呼

ば れ た ま ち ・ 小 樽 ～ 民 （ た み ） の 力 で 創 ら れ 蘇 （ よ み が え ） っ た 北 の 商

都 ～ 」 が 、 悲 願 で あ っ た 、 小 樽 市 単 独 の 日 本 遺 産 と し て 、 今 月 、 文 化 庁

に 認 定 さ れ ま し た 。 携 わ っ て き た 関 係 の 皆 様 に は 改 め て 感 謝 を 申 し 上 げ

ます。  

こ こ か ら が 、 本 当 の ス タ ー ト で す 。 認 定 さ れ た 日 本 遺 産 ス ト ー リ ー を

広めると ともに 、 構成文化 財の利 活 用を進め ます。  

認 定 に 続 い て 、 日 本 遺 産 の 構 成 文 化 財 で あ り 、 こ の ４ 月 に リ ニ ュ ー ア

ル オ ー プ ン す る 、 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店 は 、 民 間 の ノ ウ ハ ウ を 取

り 入 れ 、 重 要 文 化 財 の 魅 力 を 生 か し て ま い り ま す 。 民 間 組 織 を 中 心 に イ

ベ ン ト な ど を 展 開 し て い る 、 旧 北 海 製 罐 小 樽 工 場 第 ３ 倉 庫 の 利 活 用 と 併

せ て 、 北 運 河 地 区 へ の 回 遊 性 を 高 め て い く な ど 、 「 民 （ た み ） の 力 」 と

ともに、 日本遺 産 を生かし たまち づ くりを進 めます 。  

 

本市の未 来を描 く 上で、時 代の変 化 への対応 も重要 で す 。  

本 市 の 観 光 は 、 コ ロ ナ 禍 後 の 旅 行 需 要 の 回 復 と 、 宿 泊 施 設 の 増 加 を 背
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景 に 、 令 和 ６ 年 度 ・ 上 期 の 観 光 入 込 客 数 は 、 コ ロ ナ 前 の 水 準 ま で 回 復 す

るととも に、宿 泊客 数、外国 人宿泊 客数 ともに過 去最多 を 記録して おり、

今後も多 くの観 光 客が国内 外から 訪 れるもの と期待 さ れます。  

一 方 で 、 観 光 客 の 過 度 な 集 中 や マ ナ ー 違 反 に よ る 市 民 生 活 へ の 影 響 、

いわゆる オーバ ー ツーリズ ムが生 じ ています 。  

観 光 が も た ら す 恩 恵 と 、 市 民 の 安 心 ・ 快 適 な 暮 ら し と の 両 立 を 図 っ て

い か な け れ ば な り ま せ ん 。 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 適 切 な 対 策 を 講 じ 、

持続可能 な観光 都 市づくり を 進め て まいりま す。  

 

近 年 の 異 常 気 象 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 は 、 地 球 温 暖 化 の 影 響 が あ る と 考 え

ら れ て お り 、 本 市 に お い て も 、 大 雨 に よ る 土 砂 災 害 や 道 路 冠 水 な ど の 被

害が生じ ていま す 。  

こ う し た リ ス ク に 備 え る た め 、 道 路 の 溢 水 対 策 を 進 め る と と も に 、 昨

年 １ ０ 月 に 決 定 し た 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 小 樽 市 」 の ロ ゴ マ ー ク を シ ン

ボ ル と し て 、 市 民 、 事 業 者 の 皆 さ ん と と も に 、 脱 炭 素 に 向 け た 取 組 を 強

化してま いりま す 。  

 

変化への 対応と し て最も重 要な、 人 口減少対 策につ い てです。  

本 市 で は 、 低 い 出 生 率 と 、 若 年 層 の 転 出 超 過 に よ る 子 育 て 世 代 の 減 少

が相まっ て、出 生 数が減り 続け、本 市の昨年 の出生 数 は３１１ 人と、ピ ー

ク 時 の １ ０ 分 の １ 以 下 と な り ま し た 。 こ れ は 将 来 の 子 育 て 世 代 が 減 少 す

る こ と で 出 生 数 の 更 な る 減 少 を 招 く 一 方 、 高 齢 化 が 進 ん で い る た め 、 当

面、「自 然減」 に 歯止めを かける こ とは難し い状況 で す。  

こ の た め 、 ま ず は 「 社 会 減 」 に 歯 止 め を か け る 視 点 で 、 子 育 て 世 代 の

負 担 軽 減 な ど に 力 を 入 れ て き た と こ ろ で あ り 、 こ こ 数 年 、 社 会 減 が 抑 制

されてき ている こ とから、 一定の 効 果はあっ たと感 じ ておりま す。  
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今 後 は 、 こ れ ま で の 取 組 に 加 え て 、 少 子 化 対 策 の 視 点 も 持 っ て 、 妊 娠

期 か ら 子 育 て 期 ま で の 切 れ 目 の な い 支 援 や 、 親 子 ・ 子 ど も の 居 場 所 づ く

り を 強 化 し て ま い り ま す 。 ま た 、 北 海 道 な ど と 連 携 し た 東 京 一 極 集 中 対

策 の ほ か 、 札 幌 に 隣 接 し て い る こ と を 「 強 み 」 と 捉 え た 移 住 ・ 定 住 促 進

策 、 労 働 力 不 足 に 対 応 す る 人 材 確 保 策 な ど 、 総 合 的 な 人 口 対 策 を 展 開 し

てまいり ます。  

 

こ こ ま で 申 し 上 げ た 考 え 方 に 共 通 す る 、 「 ま ち の 強 み と 民 の 力 に よ る

未 来 を 志 向 し た ま ち づ く り 」 を 新 年 度 の 市 政 執 行 の 基 本 方 針 と し て 、 歴

史や海・港など の本 市の強み と市民・民 間の力を 最大限 に 活かしな がら、

人 口 対 策 を は じ め 、 新 た な に ぎ わ い の 創 出 と 、 脱 炭 素 な ど 時 代 の 変 化 に

柔軟に対 応した 、 未来志向 のまち づ くりを推 進して ま いります 。  

 

次に、予 算編成 に 当たって の基本 的 な考え方 を申し 上 げます。  

令 和 ７ 年 度 は 歳 入 で は 、 人 口 減 少 な ど に よ り 市 税 な ど の 一 般 財 源 収 入

の 大 幅 な 増 加 は 見 込 め な い 中 に あ っ て 、 人 件 費 の 上 昇 、 物 価 高 、 金 利 上

昇 な ど の 歳 出 増 加 要 因 が 拡 大 し て い る こ と か ら 、 前 年 度 と 同 様 に 、 歳 出

に 対 し 多 額 の 歳 入 が 不 足 す る 、 厳 し い 財 政 運 営 に な る も の と 想 定 さ れ ま

した。  

不 足 す る 歳 入 は 、 こ れ ま で 積 み 立 て て き た 財 政 調 整 基 金 か ら の 繰 入 に

よ り 対 応 し ま す が 、 同 基 金 は 、 中 長 期 に 渡 り 安 定 的 な 行 政 サ ー ビ ス を 維

持するた め、その 残高の確 保にも 留 意して活 用しな け ればなり ません し、

一 方 で は 企 業 版 ふ る さ と 納 税 な ど 民 間 資 金 の 更 な る 獲 得 な ど 、 積 極 的 な

「民の力 」の活 用 にも努め てまい り ます。  

こ の た め 、 最 重 要 課 題 で あ る 人 口 対 策 の ほ か 、 自 治 体 Ｄ Ｘ や ゼ ロ カ ー

ボ ン の 推 進 な ど 、 喫 緊 の 課 題 解 決 に 向 け た 取 組 へ の 重 点 的 な 予 算 配 分 を
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意 識 し な が ら も 、 後 年 度 の 財 政 負 担 や 施 策 の 優 先 順 位 、 効 果 な ど を 十 分

に 考 慮 し た 上 で 、 ７ 年 度 に 予 算 化 す べ き 事 業 を 厳 選 し 、 収 支 均 衡 予 算 を

編成した ところ で あります 。  

 

そ れ で は 、 先 ほ ど 申 し 上 げ た 、 「 ま ち の 強 み と 民 の 力 に よ る 未 来 を 指

向したま ちづく り」の基本方 針に基 づ き、６つ のまち づく りの視点 に沿っ

て、当初 予算に 計 上した主 な事業 の 概要を御 説明申 し 上げます 。  

な お 、 教 育 行 政 の 執 行 方 針 に つ き ま し て は 、 後 ほ ど 教 育 長 か ら 説 明 い

たします ので、 私 からは予 算面か ら 主なもの に絞っ て 申し上げ ます。  

 

はじめに、 視点の １つ目、「 人口対 策」といた しまし ては、「子 育て」

「しごと 」「移 住 」の３つ を柱と し て取り組 んでま い ります。  

  

ま ず 、 第 １ の 柱 「 子 育 て 」 に つ い て で す が 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で

の 切 れ 目 の な い 支 援 と し ま し て は 、 新 た に 生 後 １ か 月 児 の 健 診 に か か る

費 用 を 助 成 す る こ と で 、 児 童 の 発 達 状 況 や 育 児 上 の 問 題 等 に つ い て 確 認

し 、 早 期 発 見 に よ る 適 切 な 支 援 へ つ な げ る と と も に 、 育 児 不 安 や 心 身 の

不 調 等 を 抱 え る 母 親 を 対 象 に 実 施 す る 産 後 ケ ア に つ い て 、 新 た に 生 後 １

年 ま で 利 用 で き る 短 時 間 の デ イ ケ ア 型 を 新 設 い た し ま す 。 ま た 、 安 定 的

な 周 産 期 医 療 体 制 を 維 持 す る た め 、 市 内 で 唯 一 分 娩 を 取 扱 う 北 海 道 社 会

事業協会 小樽病 院 に対する 支援を 引 き続き行 ってま い ります。  

保 育 環 境 の 充 実 と 従 事 者 の 確 保 に 関 し ま し て は 、 市 内 の 民 間 保 育 施 設

等 が 行 う 施 設 整 備 に か か る 費 用 を 補 助 す る と と も に 、 保 育 士 の 業 務 負 担

軽 減 を 目 的 と し た 、 民 間 保 育 所 等 の Ｉ Ｃ Ｔ 整 備 に 対 す る 補 助 の ほ か 、 新

規 に 就 労 し た 保 育 士 等 に 対 す る 一 時 金 の 支 給 に よ り 、 保 育 士 等 の 人 材 の

確保に努 めてま い ります。  
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親 子 ・ 子 ど も の 居 場 所 の 充 実 に つ き ま し て は 、 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー と

の 連 携 や 商 業 施 設 内 で 気 軽 に 来 館 で き る メ リ ッ ト を 生 か し 、 新 た に ウ イ

ン グ ベ イ 小 樽 に 子 ど も や 保 護 者 が 安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 「 お や こ

の 集 い の 場 」 を 整 備 す る と と も に 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ に つ い て 、 令 和 ７

年度から 開設時 間 を拡大す るほか 、運 営業務を 民間事 業 者へ委託 し、サ ー

ビ ス と 質 の 向 上 を 図 っ て ま い り ま す 。 ま た 、 小 樽 公 園 の 再 整 備 と し て 、

駐 車 場 の 整 備 と 令 和 ８ 年 度 に 予 定 す る 工 事 の 発 注 に 必 要 と な る 実 勢 価 格

調 査 を 実 施 す る ほ か 、 市 内 公 園 の 老 朽 化 し た 遊 具 や 施 設 に つ い て 、 地 域

住民のニ ーズを 踏 まえた更 新を進 め てまいり ます。  

教 育 環 境 の 充 実 に つ き ま し て は 、 小 中 学 校 の １ 人 １ 台 端 末 の 更 新 を 行

う と と も に 、 屋 内 運 動 場 暖 房 設 備 の 更 新 と 校 舎 ・ 屋 内 運 動 場 ト イ レ の 洋

式化等の 改修を 進 めます。  

 

次 に 、 第 ２ の 柱 「 し ご と 」 に つ い て で す が 、 創 業 と 事 業 承 継 の 支 援 に

つ き ま し て は 、 新 規 創 業 者 に 対 す る 賃 貸 料 等 の 補 助 の ほ か 、 事 業 承 継 に

関する周 知啓発 や 個別相談 などの 取 組を引き 続き進 め てま いり ます。  

安 定 し た 人 材 の 確 保 と し ま し て は 、 札 幌 圏 を 含 む 若 い 世 代 と 市 内 企 業

の マ ッ チ ン グ に つ な げ る た め 、 企 業 出 前 講 座 や 企 業 見 学 ツ ア ー な ど を 行

う ほ か 、 Ｕ Ｉ Ｊ タ ー ン を 促 進 す る た め 、 東 京 に 本 部 が あ る 大 学 の 学 生 ・

院 生 が 、 市 内 企 業 へ の 就 職 活 動 に 参 加 す る た め の 交 通 費 や 、 移 住 す る 際

に要した 移転費 へ の支援を 行って ま いります 。  

介 護 人 材 の 確 保 に つ き ま し て は 、 中 高 生 な ど を 対 象 と し た 出 前 講 座 や

仕 事 体 験 を 実 施 す る と と も に 、 一 般 の 方 を 対 象 と し た 介 護 の 仕 事 就 職 支

援 セ ミ ナ ー を 開 催 す る ほ か 、 新 た に 介 護 の 資 格 取 得 等 に 係 る 研 修 費 用 の

助成を行 います 。ま た、介護 職とし て就 労する外 国人の 方 を対象と して、

研 修 会 や 交 流 会 を 開 催 し 、 介 護 の 質 の 向 上 と 職 場 へ の 定 着 を 図 っ て ま い
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ります。  

看 護 職 員 の 確 保 に つ き ま し て は 、 「 小 樽 市 看 護 職 員 確 保 対 策 協 議 会 」

で の 議 論 を 踏 ま え 、 看 護 学 科 の あ る 近 隣 都 市 の 大 学 ・ 専 門 学 校 な ど へ の

訪 問 や 、 市 内 医 療 機 関 を 紹 介 す る ウ ェ ブ サ イ ト の 開 設 、 Ｓ Ｎ Ｓ へ の 広 告

掲載によ り情報 発 信を行っ てまい り ます。  

 

次 に 、 第 ３ の 柱 「 移 住 」 に つ い て で す が 、 移 住 希 望 者 に 対 す る 情 報 発

信としま しては 、札幌のＦ Ｍラジ オ 局と連携 した小 樽 の魅力発 信事業 や、

移 住 情 報 サ イ ト 「 笑 （ え ） に な る お た る 」 な ど に よ る 情 報 発 信 の ほ か 、

小樽商工 会議所 と も連携し、 「移住 ・起業『ひと 旗』サポート センタ ー」

によるワ ンスト ッ プでの移 住相談 な どの充実 に努め て まいりま す。また、

発 達 支 援 事 業 所 等 と 連 携 し た 親 子 ワ ー ケ ー シ ョ ン や 、 短 期 の 仕 事 と 暮 ら

し を 組 み 合 わ せ た 移 住 体 験 事 業 の ほ か 、 移 住 に 対 す る 支 援 金 や 住 宅 取 得

費等に対 する補 助 を引き続 き行い 、 移住の促 進を図 っ てまいり ます。  

 

次 に 、 視 点 の 二 つ 目 「 次 世 代 を 見 据 え た ま ち づ く り 」 に つ い て で あ り

ます。  

ま ず 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 取 組 と し ま し て は 、 環 境 イ ベ ン ト の

開 催 や 、 家 庭 で 脱 炭 素 に つ な が る 取 組 を 促 す 「 デ コ 活 」 の 普 及 を 進 め る

ほ か 、 事 業 者 向 け に は ゼ ロ カ ー ボ ン 認 定 制 度 を 創 設 す る と と も に 、 省 エ

ネ 診 断 料 の 補 助 に 加 え て 、 新 た に 省 エ ネ 診 断 に 基 づ く 省 エ ネ 対 策 に 係 る

設 備 更 新 等 へ の 助 成 を 行 う な ど 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政 が 一 体 と な っ た 取

組を推進 してま い ります。  

市 有 施 設 に つ き ま し て は 、 観 光 船 タ ー ミ ナ ル の 整 備 に お い て 、 高 断 熱

設 備 と 高 効 率 な 省 エ ネ ル ギ ー 設 備 を 備 え た ゼ ブ ・ レ デ ィ 仕 様 を 採 用 す る

と と も に 太 陽 光 発 電 設 備 を 設 置 す る ほ か 、 既 存 施 設 へ の 再 生 可 能 エ ネ ル
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ギー導入 に向け 、 太陽光発 電設備 の 導入可能 性調査 を 行いま す 。  

ま た 、 市 内 の 小 学 校 の 屋 内 運 動 場 や 保 育 所 等 に お け る 照 明 設 備 を Ｌ Ｅ

Ｄ 化 す る と と も に 、 小 樽 運 河 倉 庫 群 へ の ラ イ ト ア ッ プ に つ き ま し て も 、

投光器の ＬＥＤ 化 を行いま す。  

デジタル 技術の 活 用に関し まして は、市役所別 館１階 に、マイナン バー

カ ー ド を 利 用 し て 住 民 票 の 写 し ・ 印 鑑 登 録 証 明 書 を 取 得 で き る 「 行 政 キ

オ ス ク 端 末 」 を 新 た に 設 置 す る と と も に 、 行 政 手 続 き の オ ン ラ イ ン 化 や

窓 口 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 を 進 め る こ と で 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め て

まいりま す。  

ま た 、 人 流 デ ー タ を 用 い て 、 観 光 な ど の 効 果 的 な 施 策 検 討 に 役 立 て る

調 査 を 引 き 続 き 実 施 す る ほ か 、 市 の 契 約 事 務 に 関 し て 電 子 契 約 サ ー ビ ス

を導入し 、市と 事 業者双方 の利便 性 を高めて まいり ま す。  

新 幹 線 開 業 を 見 据 え た ま ち づ く り に 関 し ま し て は 、 新 小 樽 仮 称 駅 周 辺

の立体駐 車場整 備 に必要な 地質調 査 等を実施 してま い ります。  

市 民 や 民 間 の 力 を 取 り 込 ん だ ま ち づ く り と し ま し て は 、 地 域 お こ し 協

力 隊 の 制 度 を 活 用 し 、 旧 北 海 製 罐 第 ３ 倉 庫 の 利 活 用 案 の 実 現 に 向 け た 事

業 実 施 体 制 の 構 築 等 に 取 り 組 む ほ か 、 ふ る さ と 納 税 制 度 に お け る 寄 附 者

へ の 返 礼 品 の 磨 き 上 げ や 拡 充 、 プ ロ モ ー シ ョ ン を 継 続 す る と と も に 、 企

業 版 ふ る さ と 納 税 サ イ ト を 活 用 し た 寄 附 促 進 の 取 組 を 進 め て ま い り ま す 。    

また、市 民ニー ズ の迅速な 把握と 、市政への 市民参 加 を図るた め、「 市

政アンケ ートモ ニ ター制度 」を導 入 します。  

公共施設 の整備 に 関しまし ては、新 総合体育 館の整 備 に 向 け て 、設 計 ・

建 設 等 を 担 う 事 業 者 の 選 定 を 行 い 、 設 計 を 開 始 し ま す 。 ま た 、 市 民 会 館

ホ ー ル の 空 調 設 備 や さ く ら 学 園 の 施 設 改 修 な ど の 老 朽 化 対 策 の ほ か 、 手

宮公園競 技場に つ いて、第 ３種公 認陸 上競技場 の公認 継 続に向け 、トラ ッ

ク 等 の 改 修 を 実 施 し て ま い り ま す 。 本 庁 舎 に つ い て は 、 近 年 の 状 況 変 化
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を 踏 ま え 、 概 算 事 業 費 や 基 本 構 想 策 定 な ど の ス ケ ジ ュ ー ル を 再 検 討 し 、

「小樽市 本庁舎 長 寿命化計 画」の 改 定を行い ます。  

組 織 力 強 化 を 目 指 し た 職 員 育 成 に つ き ま し て は 、 建 築 物 に 係 る 業 務 上

必 要 な 国 家 資 格 の 取 得 経 費 を 助 成 し 、 建 築 技 術 職 員 の 育 成 と 資 格 者 確 保

を図って まいり ま す。  

 

次 に 、 視 点 の 三 つ 目 、 「 魅 力 を 活 か し た ま ち づ く り 」 に つ い て で あ り

ます。  

ま ず 、 「 歴 史 」 の 魅 力 を 活 か し た ま ち づ く り に 関 し ま し て は 、 国 の 支

援 制 度 を 活 用 し て 歴 史 的 建 造 物 の 保 全 や 景 観 向 上 を 図 る た め 、 「 歴 史 的

風 致 形 成 建 造 物 」 の 指 定 な ど 、 「 小 樽 市 歴 史 的 風 致 維 持 向 上 計 画 」 に 基

づく取組 を進め て まいりま す。  

日 本 遺 産 、 「 北 海 道 の 『 心 臓 』 と 呼 ば れ た ま ち ・ 小 樽 」 に つ い て は 、

事 業 主 体 で あ る 小 樽 市 日 本 遺 産 推 進 協 議 会 へ の 補 助 に よ り 、 フ ォ ー ラ ム

の 開 催 や 観 光 事 業 者 向 け 日 本 遺 産 研 修 の 実 施 な ど の 事 業 を 進 め 、 ス ト ー

リ ー を 生 か し た 観 光 振 興 を 図 っ て ま い り ま す 。 ま た 、 そ の 構 成 文 化 財 で

あ る 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店 に Ｗ ｉ － Ｆ ｉ 環 境 を 整 備 し 、 キ ャ ッ

シ ュ レ ス 決 済 及 び 多 言 語 対 応 の 展 示 形 式 を 導 入 し 、 外 国 人 観 光 客 を 含 め

た来館者 の利便 性 向上を図 ってま い ります。  

こ う し た 日 本 遺 産 を 活 か す 取 組 も 進 め る こ と に よ り 、 文 化 、 経 済 、 観

光の好循 環を実 現 し、地域 ブラン ド 力の 向上 に努め て まいりま す。  

「 港 」 の 魅 力 を 活 か し た ま ち づ く り に 関 し ま し て は 、 小 樽 港 第 ３ 号 ふ

頭 及 び 周 辺 再 開 発 に つ い て 、 令 和 ７ 年 度 は 、 イ ベ ン ト 広 場 な ど を 備 え た

緑 地 や 観 光 船 の 乗 り 場 と な る 小 型 船 （ ふ な ） だ ま り の 整 備 を 進 め る と と

も に 、 多 目 的 ホ ー ル を 備 え た 観 光 船 タ ー ミ ナ ル に つ い て 、 脱 炭 素 化 の 推

進 に も 配 慮 し な が ら 整 備 を 進 め 、 賑 わ い の 創 出 を 図 っ て ま い り ま す 。 ま
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た 、 再 開 発 に 関 連 し て 「 ポ ー ト ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー ２ ０ ２ ４ 」 な ど ３ つ

の 賞 を 受 賞 し た こ と を 記 念 し 、 観 光 船 タ ー ミ ナ ル 竣 工 に 合 わ せ て 、 市 と

経済団体 が連携 し 、式典及 び受賞 記 念セミナ ー等を 開 催いたし ます。  

「食」の 魅力 発信に つきまし ては 、水産 物のブラ ンド化 を 進めるた め、

小 樽 お さ か な 普 及 推 進 委 員 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に よ る Ｐ Ｒ や 、 「 小 樽 水 産

加 工 グ ラ ン プ リ 」 受 賞 商 品 の パ ン フ レ ッ ト 作 製 、 フ ェ ア 開 催 な ど に よ る

Ｐ Ｒ を 行 い ま す 。 ま た 、 小 樽 産 品 の 販 路 拡 大 の た め 、 関 東 ・ 関 西 ・ 新 潟

で の 商 談 会 へ の 出 展 や 新 商 品 開 発 の 支 援 な ど を 行 う ほ か 、 海 外 販 路 の 拡

大 を 目 指 す 市 内 企 業 に 対 し 、 商 談 会 出 展 な ど の 支 援 を 継 続 し て ま い り ま

す。  

 

次 に 、 視 点 の 四 つ 目 、 「 活 力 を 生 み 出 す ま ち づ く り 」 に つ い て で あ り

ます。  

ま ず 、 企 業 誘 致 の 推 進 に 関 し ま し て は 、 引 き 続 き 、 デ ジ タ ル 関 連 企 業

等 の サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス 誘 致 に 向 け た 取 組 を 行 う と と も に 、 首 都 圏 等 に

お け る 産 業 展 へ の 出 展 や 企 業 訪 問 の ほ か 、 札 幌 圏 企 業 の 設 備 投 資 動 向 を

把握し、 効果的 な 誘致活動 に努め て まいりま す。  

港 湾 機 能 を 生 か し た 経 済 活 性 化 に 関 し ま し て は 、 観 光 の 利 便 性 が 高

ま っ た 強 み を 生 か し て ク ル ー ズ 船 の さ ら な る 誘 致 活 動 を 進 め る ほ か 、 海

外 コ ン テ ナ 航 路 に お け る 貨 物 増 や 新 規 貨 物 の 獲 得 な ど を 目 指 し た ポ ー ト

セ ー ル ス を 行 う と と も に 、 国 内 フ ェ リ ー 航 路 の 利 用 促 進 の た め 、 割 安 な

旅 行 商 品 の 企 画 販 売 や 小 樽 周 遊 ツ ア ー の 商 品 造 成 な ど を 行 っ て ま い り ま

す。  

観 光 地 域 づ く り と 誘 客 促 進 に 関 し ま し て は 、 観 光 に よ る 経 済 効 果 を 広

げ る た め 、 小 樽 観 光 協 会 と 連 携 し て 、 夜 の 観 光 振 興 の 取 組 や 、 閑 散 期 対

策 な ど を 継 続 し て 実 施 す る ほ か 、 旅 行 代 理 店 や ラ ン ド オ ペ レ ー タ ー 等 に
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よ る 商 品 造 成 を 促 進 す る た め の 外 国 語 観 光 セ ー ル ス ツ ー ル の 作 成 や 、 新

た に ア ド ベ ン チ ャ ー ツ ー リ ズ ム の コ ン テ ン ツ 商 品 造 成 ・ 販 売 を 支 援 し 、

インバウ ンドの 誘 致を強化 してま い ります。  

ま た 、 北 海 道 新 幹 線 の 札 幌 延 伸 を 見 据 え 、 広 域 周 遊 観 光 を 促 進 す る た

め 、 自 治 体 連 携 事 業 を 行 う こ と と し 、 令 和 ７ 年 度 は 函 館 市 開 催 の イ ベ ン

トにおい て合同 Ｐ Ｒを実施 いたし ま す。  

オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム の 問 題 に つ き ま し て は 、 船 見 坂 な ど へ の 警 備 員 の

配 置 や 注 意 看 板 の 設 置 な ど に よ り 、 観 光 客 へ の 注 意 喚 起 や マ ナ ー 啓 発 を

行 う と と も に 、 関 係 機 関 ・ 事 業 者 と 連 携 し た 「 オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム 対 策

連 絡 協 議 会 」 に お い て 、 観 光 客 の 受 け 入 れ と 住 民 生 活 の 質 の 確 保 を 両 立

さ せ 、 持 続 可 能 な 観 光 地 域 づ く り を 目 指 し 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 具 体 的

な対策を 講じま す 。  

令 和 ８ 年 ４ 月 か ら 導 入 す る 宿 泊 税 に つ き ま し て は 、 そ の 具 体 的 な 使 途

に つ い て 、 宿 泊 施 設 の 団 体 や 学 識 経 験 者 な ど で 構 成 す る 会 議 を 設 置 し て

検討して まいり ま す。  

水 産 業 の 振 興 に 関 し ま し て は 、 磯 焼 け に よ る 海 洋 資 源 の 減 少 を 抑 制 す

るため、 昆布の 増 養殖設備 の試験 的 な設置に 対する 支 援を行い ます。  

 

次 に 、 視 点 の 五 つ 目 、 「 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り 」 に つ い て で あ り ま

す。  

ま ず 、 消 防 に 関 し ま し て は 、 令 和 ８ 年 度 か ら 後 志 管 内 ３ つ の 消 防 本 部

が 共 同 運 用 す る 消 防 指 令 セ ン タ ー の 整 備 に つ い て 、 機 器 導 入 及 び 庁 舎 改

修工事等 を行い ま す。  

災 害 へ の 備 え と し ま し て は 、 避 難 所 の 災 害 備 蓄 品 と し て 、 備 蓄 食 数 を

拡 充 す る ほ か 、 寒 さ 対 策 と し て 毛 布 や ス ト ー ブ の 整 備 を 進 め て ま い り ま

す 。 ま た 、 道 路 の 溢 水 対 策 と し て 、 令 和 ５ 年 ９ 月 の 豪 雨 で 市 道 が 冠 水 し
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た 堺 町 ・ 勝 納 両 地 区 に お い て 、 雨 水 排 水 施 設 の 整 備 を 進 め 、 被 害 の 軽 減

を図って まいり ま す。  

雪 対 策 と し ま し て は 、 冬 期 間 に お け る 円 滑 な 道 路 交 通 を 確 保 し 、 市 民

生 活 と 経 済 活 動 に 支 障 を き た す こ と が な い よ う 、 バ ス 路 線 や 主 要 な 通 学

路 等 を 優 先 し た 、 予 防 保 全 の 視 点 も 持 っ た 効 率 的 な 除 排 雪 を 行 う と と も

に 、 老 朽 化 し た ロ ー ド ヒ ー テ ィ ン グ 施 設 や 除 排 雪 機 械 を 計 画 的 に 更 新 す

ることで 、安全 ・ 安心で快 適な市 民 生活の確 保に努 め てまいり ます。  

夏 の 暑 さ へ の 対 策 と し ま し て は 、 子 ど も た ち と 市 民 が 利 用 す る 市 有 施

設 を 優 先 し て 冷 房 設 備 整 備 を 進 め る こ と と し 、 公 立 保 育 所 や 勤 労 青 少 年

ホ ー ム な ど に 冷 房 設 備 を 整 備 し 、 夏 季 に お い て も 子 ど も た ち や 市 民 の 皆

さんが快 適に過 ご せる環境 づくり を 進めてま いりま す 。  

支 援 を 必 要 と す る 方 々 へ の サ ポ ー ト に 関 し ま し て は 、 日 常 生 活 を 営 む

た め に 医 療 的 ケ ア を 要 す る 状 態 に あ る 子 ど も の 支 援 と し て 、 小 中 学 校 等

へ の 看 護 師 等 の 派 遣 先 を さ ら に 拡 大 す る と と も に 、 近 年 社 会 問 題 と な っ

て い る ヤ ン グ ケ ア ラ ー に つ い て 、 新 た に 子 ど も た ち の 理 解 を 深 め る た め

の 講 習 会 や ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、 早 期 支 援 や 課 題 解 決 に 繋 げ て ま い

ります。  

障 害 者 の 支 援 体 制 に つ き ま し て は 、 身 体 ・ 知 的 ・ 精 神 障 害 な ど の 総 合

的 な 相 談 業 務 を 実 施 し 、 地 域 の 相 談 支 援 の 拠 点 と な る 、 基 幹 相 談 支 援 セ

ン タ ー の 業 務 を 、 新 た に 専 門 性 を 持 っ た 事 業 者 に 委 託 す る こ と で 、 機 能

強化を図 ってま い ります。  

ま た 、 一 次 救 急 医 療 の 拠 点 で あ る 夜 間 急 病 セ ン タ ー に つ い て 、 引 き 続

き 運 営 体 制 を 維 持 確 保 す る こ と に よ り 、 市 民 の 皆 さ ん の 夜 間 に お け る 救

急医療の 不安解 消 に努めま す。  

 

最 後 に 、 視 点 の 六 つ 目 、 「 暮 ら し を 支 え る ま ち づ く り 」 に つ い て で あ
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ります。  

健 康 づ く り に 関 し ま し て は 、 が ん 検 診 の 受 診 率 向 上 を 図 る た め 、 個 別

の 受 診 勧 奨 及 び 広 報 の 強 化 や 、 子 宮 頸 が ん ・ 乳 が ん 検 診 の ク ー ポ ン 券 配

布 な ど を 行 う ほ か 、 国 民 健 康 保 険 加 入 者 の 特 定 健 康 診 査 の 受 診 率 向 上 の

ため、引 き続き 、自 己負担額 を無料 と し、ＱＵ Ｏカー ド を景品と したキ ャ

ンペーン を実施 し てまいり ます。  

ま た 、 市 と 包 括 連 携 協 定 を 締 結 し た 北 海 道 済 生 会 が 行 っ て い る 、 「 ウ

イ ン グ ベ イ ウ ォ ー キ ン グ ・ ポ イ ン ト 付 与 事 業 」 と 連 携 し 、 市 が 行 う が ん

検 診 を 受 け た 方 へ も 景 品 交 換 ポ イ ン ト を 付 与 す る こ と に よ り 、 受 診 率 の

向上を図 るなど 、 市民の健 康維持 に 取り組ん でまい り ます。  

予 防 接 種 に つ き ま し て は 、 高 齢 者 等 に 対 す る 帯 状 疱 疹 ワ ク チ ン が 予 防

接 種 法 に お け る 定 期 接 種 と な っ た こ と か ら 、 帯 状 疱 疹 ワ ク チ ン 接 種 費 用

の公費助 成を令 和 ７年度か ら実施 し てまいり ます。  

地 域 活 動 の 支 援 に つ き ま し て は 、 街 路 防 犯 灯 の 新 設 や 更 新 な ど に 要 す

る 費 用 の 補 助 の 上 限 額 を 引 き 上 げ る と と も に 、 町 会 活 動 の デ ジ タ ル 化 推

進 に 対 す る 支 援 を 拡 充 す る な ど 、 町 会 の 安 定 的 な 運 営 と 住 み よ い 地 域 づ

くりに向 けた活 動 を支援し てまい り ます。  

住 環 境 の 整 備 に つ き ま し て は 、 市 営 住 宅 の 計 画 的 な 整 備 と し て 、 塩 谷

Ｂ 住 宅 の 建 替 な ど を 進 め る ほ か 、 次 期 空 家 等 対 策 計 画 の 策 定 と 空 き 家 の

流通促進 等に活 用 するため 、市内 全 域の空家 等実態 調 査を行い ます。  

ま た 、 社 会 情 勢 の 変 化 に 対 応 し た 用 途 地 域 等 の 見 直 し に 向 け 、 土 地 利

用の分析 や、見 直 しの基本 的な考 え 方の整理 を行い ま す。  

持 続 可 能 な 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 に つ き ま し て は 、 小 樽 市 地 域 公 共

交通網形 成計画 の 一部改定 のため の 調査を実 施する と ともに 、引き 続き、

生活バス 路線の 維 持・確 保を目 的と したバス 事業者 へ の支援を 行うほ か、

自 動 運 転 Ｅ Ｖ バ ス の 実 証 運 行 を 行 い 、 課 題 整 理 や 将 来 的 な 展 開 の 可 能 性
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について 検討い た します。  

物 価 高 騰 へ の 対 応 と し ま し て は 、 国 の 物 価 高 騰 対 応 重 点 支 援 地 方 創 生

臨 時 交 付 金 を 活 用 し 、 生 活 者 へ の 支 援 と し て 、 先 行 し て 予 算 化 し た 住 民

税 非 課 税 世 帯 へ の 給 付 金 に 続 き 、 住 民 税 均 等 割 の み 課 税 世 帯 へ の 給 付 金

の 給 付 を 行 う と と も に 、 学 校 給 食 費 の 食 材 費 上 昇 分 を 補 助 し 、 保 護 者 負

担 額 を 据 え 置 く ほ か 、 市 内 経 済 の 活 性 化 と 消 費 の 下 支 え を 図 る 、 プ レ ミ

アム付商 品券事 業 を行いま す。ま た、事業者支 援とし て 、障害福 祉施設 、

介 護 保 険 施 設 、 保 育 施 設 と 、 公 衆 浴 場 ・ ク リ ー ニ ン グ 事 業 者 へ の 支 援 を

行います 。  

 

本 市 を 取 り 巻 く 環 境 が 変 化 を 続 け る 中 に あ っ て 、 活 力 あ ふ れ る 持 続 可

能 な ま ち づ く り を 進 め て い く た め に は 、 こ れ ま で 以 上 に 市 民 や 企 業 、 団

体 の 皆 さ ん と 対 話 を 重 ね 、 共 通 認 識 を 持 ち な が ら 連 携 を 深 め て い く こ と

が重要で す。  

新たな時 代を見 据 えて、本 市が 持つ様 々な強み や魅力 を、ともに守 り、

生 か す こ と で 、 居 住 、 移 住 、 観 光 、 投 資 の 面 か ら 、 「 選 ば れ る ま ち 」 と

な る よ う 、 全 力 で 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、 議 員 各

位の御理 解と御 協 力を引き 続きよ ろ しくお願 い申し 上 げます。  

 

次に、今 定例会 に 上程され た各案 件 について 説明申 し 上げます 。  

初 め に 、 議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第 １ １ 号 ま で の 令 和 ７ 年 度 各 会 計 予 算 に

ついて説 明申し 上 げます。  

最 初 に 、 令 和 ７ 年 度 一 般 会 計 予 算 の 主 な も の に つ い て 、 前 年 度 の 当 初

予算と比 較して 説 明申し上 げます 。  

ま ず 、 歳 入 に つ い て で あ り ま す が 、 市 税 に つ き ま し て は 、 定 額 減 税 の

影響を受 けてい た 個人市民 税のほ か、固定資産 税の増 収 などによ り、５ ．
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６ パ ー セ ン ト 、 ７ 億 ６ ， ６ ８ ０ 万 円 増 の １ ４ ５ 億 ５ ， ６ ６ ０ 万 円 を 見 込

みました 。  

地 方 譲 与 税 及 び 交 付 金 に つ き ま し て は 、 地 方 消 費 税 交 付 金 の 増 額 が 見

込 ま れ る 一 方 、 個 人 市 民 税 の 定 額 減 税 に よ る 減 収 補 塡 と し て 交 付 さ れ た

地 方 特 例 交 付 金 が 減 と な る こ と な ど か ら 、 ４ ． ７ パ ー セ ン ト 、 １ 億 ９ ，

８１６万 円減の ４ ０億４２ ２万円 を 見込みま した。  

地方交付 税につ き ましては 、国 の地 方財政計 画の伸 び 率などを 基本に 、

本 市 の 特 殊 事 情 を 勘 案 し な が ら 積 算 し た 結 果 、 ２ ． ２ パ ー セ ン ト 、 ３ 億

４，１０ ０万円 増 の１５８ 億８， ３ ００万円 を見込 み ました。  

次 に 、 歳 出 に つ い て 経 費 別 に 申 し 上 げ ま す と 、 い わ ゆ る 義 務 的 経 費 に

つ き ま し て は 、 公 債 費 で ４ ． ７ パ ー セ ン ト 、 扶 助 費 で ２ ． ６ パ ー セ ン ト

の 増 と な り ま し た が 、 人 件 費 で ０ ． ７ パ ー セ ン ト の 減 と な り 、 歳 出 合 計

に 占 め る 義 務 的 経 費 の 割 合 は 、 前 年 度 を ２ ． ２ ポ イ ン ト 下 回 る ４ ８ ． ６

パーセン トとな り ました。  

行 政 経 費 に つ き ま し て は 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 運 営 業 務 を 民 間 委 託 す

ることに より 、支 援員の報 酬等が 減 となる一 方で委 託 料が増と なるほ か、

ウ イ ン グ ベ イ 小 樽 に 、 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 と し て 新 た に 開 設 す る 「 お や

こ の 集 い の 場 」 の 整 備 ・ 運 営 事 業 費 、 観 光 客 の 一 極 集 中 に 伴 う 過 度 の 混

雑 や マ ナ ー 違 反 か ら 、 住 民 生 活 へ の 影 響 や 観 光 客 の 満 足 度 の 低 下 を 抑 制

す る 「 オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム 対 策 事 業 費 」 な ど の 計 上 に よ り 、 ４ ． ３ パ ー

セントの 増とな り ました。  

建 設 事 業 費 に つ き ま し て は 、 重 要 文 化 財 旧 日 本 郵 船 株 式 会 社 小 樽 支 店

の 保 存 修 理 工 事 や 公 会 堂 の 屋 根 改 修 が 終 了 し た 一 方 で 、 後 志 共 同 消 防 指

令 セ ン タ ー や 、 第 ３ 号 ふ 頭 基 部 の 緑 地 整 備 事 業 費 が 前 年 度 よ り 増 と な る

ほ か 、 住 宅 事 業 特 別 会 計 の 廃 止 に 伴 い 、 一 般 会 計 で 実 施 す る 市 営 住 宅 の

建 替 及 び 改 善 事 業 費 が 増 と な る こ と な ど に よ り 、 ８ ２ ． ３ パ ー セ ン ト の
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増となり ました 。  

負 担 金 、 補 助 及 び 交 付 金 に つ き ま し て は 、 「 民 間 保 育 施 設 等 整 備 支 援

事 業 費 補 助 金 」 が 減 と な っ た 一 方 で 、 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 を 活 用 し 実 施

す る 「 定 額 減 税 調 整 給 付 金 給 付 事 業 費 」 や 「 お た る プ レ ミ ア ム 付 商 品 券

事業費」 の増な ど により、 １ ．２ パ ーセント の増と な りました 。  

維 持 補 修 費 に つ き ま し て は 、 観 光 物 産 プ ラ ザ の 施 設 維 持 補 修 費 が 減 と

な り ま し た が 、 除 雪 費 の ほ か 、 既 存 市 営 住 宅 の 設 備 等 更 新 費 用 の 増 な ど

により、 ２．４ パ ーセント の増と な りました 。  

積立金に つきま し ては、新たに 令和 ６年度に 創設し た「環境 資金基 金」

の増など により 、 １．６パ ーセン ト の増とな りまし た 。  

繰 出 金 に つ き ま し て は 、 港 湾 整 備 事 業 、 下 水 道 事 業 、 簡 易 水 道 事 業 の

減 の ほ か 、 住 宅 事 業 に つ い て は 、 特 別 会 計 の 廃 止 に 伴 い 減 と な り ま し た

が 、 他 の 特 別 会 計 と 企 業 会 計 で は 増 と な り 、 全 体 で は ０ ． ６ パ ー セ ン ト

の増とな りまし た 。  

次に、特 別会計 及 び企業会 計の主 な ものにつ いて説 明 申し上げ ます。  

国 民 健 康 保 険 事 業 に つ き ま し て は 、 歳 出 で は 、 被 保 険 者 数 の 減 少 に 伴

い 、 保 険 給 付 費 に お い て 、 ４ ． ５ パ ー セ ン ト 減 と な る ９ ５ 億 ６ ３ ５ 万 円

を見込み ました 。  

歳 入 で は 、 保 険 給 付 費 の 減 に 伴 う 道 支 出 金 の 減 が 見 込 ま れ る ほ か 、 保

険 料 の 総 額 は 、 ４ ． ３ パ ー セ ン ト 減 の １ ５ 億 ７ ， ７ １ ０ 万 円 と 見 込 み ま

した。  

介 護 保 険 事 業 に つ き ま し て は 前 年 度 対 比 で 、 保 険 給 付 費 は ２ ． １ パ ー

セ ン ト 増 の １ ４ ５ 億 ７ ， ３ ５ １ 万 円 、 介 護 予 防 推 進 の た め の 地 域 支 援 事

業 費 は １ ． ４ パ ー セ ン ト 増 の ６ 億 ５ ２ 万 円 と な り ま し た 。 ま た 、 保 険 料

は１．３ パーセ ン ト増の２ ５億５ ， ２９６万 円と見 込 みました 。  

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 に つ き ま し て は 、 保 険 料 １ ８ 億 ２ ， １ ２ ３ 万 円 、
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低 所 得 者 等 に 対 す る 保 険 料 軽 減 に 係 る 公 費 負 担 金 ６ 億 ４ ， ８ １ ２ 万 円 及

び 事 務 費 ６ ， ７ ９ ９ 万 円 を 、 事 業 の 実 施 主 体 で あ る 「 北 海 道 後 期 高 齢 者

医 療 広 域 連 合 」 へ 支 出 す る も の で あ り 、 前 年 度 に 比 べ ６ ， ８ ５ ９ 万 円 の

増 と な り ま し た 。 こ れ は 主 に 、 被 保 険 者 数 の 増 加 に 伴 い 、 増 と な っ た た

めであり ます。  

病 院 事 業 に つ き ま し て は 、 診 療 単 価 向 上 の 取 組 を 継 続 し 、 収 益 の 確 保

に 努 め て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 人 件 費 の 増 分 を 補 う ま で に は 至 っ て

お ら ず 、 さ ら に 、 物 価 高 騰 に よ り 、 医 薬 品 な ど の 費 用 の 負 担 が 大 き く な

る中、大 変厳し い 経営を余 儀なく さ れている ところ で あります 。  

令 和 ７ 年 度 に お き ま し て は 、 引 き 続 き 、 地 域 医 療 支 援 病 院 と し て の 役

割 を 果 た す と と も に 、 職 員 一 丸 と な っ て 、 よ り 一 層 の 経 営 改 善 を 図 り な

がら、質 の高い 医 療サービ スの提 供 に努めて まいり ま す。  

水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 将 来 に わ た り 安 定 的 に 水 を 供 給 す る た め 、

「 第 ２ 次 小 樽 市 上 下 水 道 ビ ジ ョ ン 」 な ど に 基 づ き 、 老 朽 化 し た 管 路 や 浄

水場など の施設 の 更新・耐 震化な ど の工事を 実施し て まいりま す。  

資 金 収 支 の 見 通 し は 、 令 和 ７ 年 度 末 に お い て も 資 金 余 剰 と な る 見 込 み

で す が 、 経 常 的 経 費 が 増 加 す る た め 、 今 後 と も 更 な る 効 率 的 な 事 業 運 営

に努めて まいり ま す。  

下 水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 水 道 事 業 と 同 様 、 「 第 ２ 次 小 樽 市 上 下 水

道 ビ ジ ョ ン 」 な ど に 基 づ き 、 処 理 場 ・ ポ ン プ 場 に お け る 機 械 ・ 電 気 設 備

や 汚 水 管 な ど の 老 朽 化 し た 施 設 を 更 新 ・ 耐 震 化 す る ほ か 、 色 内 ふ 頭 護 岸

改修工事 を実施 し てまいり ます。  

資 金 収 支 の 見 通 し は 、 令 和 ７ 年 度 末 に お い て も 資 金 余 剰 と な る 見 込 み

で す が 、 水 道 事 業 と 同 様 に 経 常 的 経 費 が 増 加 す る た め 、 今 後 の 事 業 運 営

に当たり まして は、より一層 、効率 的で 健全な経 営に努 め てまいり ます。  

産 業 廃 棄 物 等 処 分 事 業 に つ き ま し て は 、 公 共 工 事 に 伴 う 土 砂 の 搬 入 量
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は 減 少 す る も の の 、 ほ か の 廃 棄 物 は 一 定 程 度 の 搬 入 量 が 見 込 ま れ る こ と

か ら 、 資 金 収 支 の 見 通 し は 、 令 和 ７ 年 度 末 に お い て も 引 き 続 き 資 金 余 剰

と な る 見 込 み で あ り 、 今 後 と も 事 業 運 営 に 当 た り ま し て は 、 効 率 的 で 健

全な経営 に努め て まいりま す。  

簡 易 水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 長 期 的 か つ 安 定 的 な 水 の 供 給 を 図 る た

め、引き 続き、 効 率的な事 業運営 に 努めてま いりま す 。  

な お 、 石 狩 西 部 広 域 水 道 企 業 団 か ら の 受 水 に か か る 年 間 基 本 水 量 に つ

い て 、 令 和 ７ 年 度 か ら の 新 た な 覚 書 を 交 わ し 、 費 用 負 担 が 大 幅 に 減 少 す

る こ と に よ り 、 資 金 収 支 の 見 通 し は 、 令 和 ７ 年 度 末 に お い て 資 金 余 剰 と

なる見込 みとな っ ておりま す。  

以 上 の 結 果 、 令 和 ７ 年 度 の 財 政 規 模 は 、 一 般 会 計 で は ６ ６ １ 億 ７ ， ５

９ ７ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 、 特 別 会 計 で は ３ １ ３ 億 ３ ， １ ５ ２ 万 円 、 企 業 会 計

で は ２ ８ ７ 億 ８ ， ５ ４ ５ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 、 全 会 計 で は １ ， ２ ６ ２ 億 ９ ，

２ ９ ５ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 と な り 、 前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 い た し ま す と 、

一 般 会 計 で ６ ． ７ パ ー セ ン ト の 増 、 特 別 会 計 で ３ ． ３ パ ー セ ン ト の 減 、

企 業 会 計 で １ ． ４ パ ー セ ン ト の 増 と な り 、 全 会 計 で は ２ ． ８ パ ー セ ン ト

の増とな りまし た 。  

次 に 、 議 案 第 １ ２ 号 か ら 議 案 第 １ ７ 号 ま で の 令 和 ６ 年 度 各 会 計 補 正 予

算につい て説明 申 し上げま す。  

ま ず 、 議 案 第 １ ２ 号 に つ き ま し て は 、 一 般 会 計 に お い て 、 除 雪 費 に お

い て 不 足 が 見 込 ま れ る た め 、 所 要 の 補 正 を 計 上 い た し ま し た 。 今 後 も 継

続 し て 除 排 雪 作 業 を 実 施 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 「 先 議 」 を お 願 い し

たいと考 えてお り ます。  

議 案 第 １ ３ 号 の 一 般 会 計 の 主 な も の と い た し ま し て は 、 歳 出 で は 決 算

見 込 額 の 精 査 に よ り 、 国 の 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 を 活 用 し た 事 業 を 減 額 す

る ほ か 、 保 育 所 、 幼 稚 園 等 に お け る 給 付 費 算 定 の 基 礎 と な る 国 の 公 定 価
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格 の 改 定 に 伴 い 、 「 教 育 ・ 保 育 給 付 費 負 担 金 」 を 増 額 い た し ま し た 。 こ

のほか 、将来 の公 債費負担 に備え て 減債基金 積立金 を 計上いた しまし た。 

歳 入 で は 、 市 税 や 再 算 定 に よ る 普 通 交 付 税 の ほ か 、 財 源 対 策 と し て 市

債を増額 するな ど 、所要の 補正を 計 上いたし ました 。  

以 上 の 結 果 、 一 般 会 計 に お け る 補 正 額 は 、 歳 入 歳 出 と も に ４ 億 ９ ， ７

４３万５ ，００ ０ 円の増と なり、財 政規模は 、６７ ２ 億７，６ ９７万 ７ ，

０００円 となり ま した。  

次 に 、 議 案 第 １ ４ 号 か ら 議 案 第 １ ６ 号 ま で の 特 別 会 計 補 正 予 算 の 主 な

ものにつ いて説 明 申し上げ ます。  

国 民 健 康 保 険 事 業 、 介 護 保 険 事 業 及 び 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 で は 、 決 算

見 込 み の 精 査 に よ り 、 一 般 会 計 繰 入 金 を 増 額 又 は 減 額 す る な ど 、 所 要 の

補正を計 上いた し ました。  

次 に 、 議 案 第 １ ７ 号 の 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ます。  

下 水 道 事 業 会 計 に つ き ま し て は 、 中 央 下 水 終 末 処 理 場 の 水 処 理 施 設 機

械 設 備 更 新 事 業 に お い て 、 工 事 の 遅 れ に 伴 い 、 事 業 費 の 減 額 と 債 務 負 担

行為の変 更を行 う など、所 要の補 正 を計上い たしま し た。  

続 き ま し て 、 議 案 第 １ ８ 号 か ら 議 案 第 ３ ６ 号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上

げます。  

議 案 第 １ ８ 号  刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の

整 理 等 に 関 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 刑 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 所 要 の

改正を行 うもの で あります 。  

議 案 第 １ ９ 号  情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推

進等に関 する法 律 の一部改 正に伴 い 、所要 の改正 を行 うもので ありま す。 

議 案 第 ２ ０ 号  職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を
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改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 育 児 休 業 、 介 護 休 業 等 育 児 又 は 家 族 介

護 を 行 う 労 働 者 の 福 祉 に 関 す る 法 律 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 育 児 を 行 う 職 員

に 係 る 時 間 外 勤 務 の 制 限 の 対 象 と な る 子 の 範 囲 を 拡 大 す る と と も に 、 国

家 公 務 員 に 準 じ 、 仕 事 と 介 護 の 両 立 支 援 制 度 を 利 用 し や す い 勤 務 環 境 の

整備に関 する措 置 等を講じ るもの で あります 。  

議 案 第 ２ １ 号  職 員 給 与 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て

は 、 国 家 公 務 員 の 給 与 改 定 に 準 じ 、 昇 格 時 に お け る 給 料 月 額 の 上 昇 幅 を

拡 大 す る と と も に 、 扶 養 手 当 の 見 直 し を 行 う ほ か 、 暫 定 再 任 用 職 員 に 対

し て 住 居 手 当 及 び 寒 冷 地 手 当 を 新 た に 支 給 す る な ど 、 給 与 制 度 の 見 直 し

を行うも のであ り ます。  

議 案 第 ２ ２ 号  会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 会 計 年 度 任 用 職 員 の 処 遇 改 善 を

図 る 目 的 で 、 そ の 勤 勉 手 当 の 支 給 割 合 を 正 規 職 員 と 同 様 の 支 給 割 合 に 引

き上げる ととも に 、期末手 当の支 給 割合を均 等化す る ものであ ります 。  

議 案 第 ２ ３ 号  職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き

ま し て は 、 国 家 公 務 員 退 職 手 当 法 等 の 一 部 改 正 に 準 じ 、 失 業 者 の 退 職 手

当の支給 に係る 改 正を行う ほか、 所 要の改正 を行う も のであり ます。  

議 案 第 ２ ４ 号  市 税 条 例 及 び 宿 泊 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ

き ま し て は 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用

等に関す る法律 の 一部改正 に伴い 、 所要の改 正を行 う ものであ ります 。  

議 案 第 ２ ５ 号  家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 基 準 府 令 の 一 部 改 正 に

伴い、改 正後の 基 準府令の とおり 適 用するも のであ り ます。  

議 案 第 ２ ６ 号  国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し

て は 、 国 民 健 康 保 険 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 保 険 料 に 係 る 賦 課 限 度

額 を 改 定 す る と と も に 、 保 険 料 軽 減 の 対 象 と な る 所 得 の 基 準 額 を 引 き 上
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げるほか 、保険 料 の賦課割 合 を変 更 するもの であり ま す。  

議 案 第 ２ ７ 号  建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま

し て は 、 建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 木 造 建 築 物 の 柱 の 小 径 及

び必要壁 量につ い ての基準 を改め る ものであ ります 。  

議 案 第 ２ ８ 号  公 共 船 客 待 合 所 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま

し て は 、 港 湾 室 庁 舎 内 の 内 航 船 客 公 共 待 合 所 を 、 同 庁 舎 の 解 体 に 伴 い 、

一 旦 廃 止 し 、 そ の 後 、 令 和 ７ 年 度 に 供 用 開 始 を 予 定 し て い る 小 樽 港 観 光

船ターミ ナル内 に 再設置す るもの で あります 。  

議 案 第 ２ ９ 号  水 道 布 設 工 事 監 督 者 を 配 置 す る 工 事 及 び 当 該 監 督 者 の

資 格 基 準 並 び に 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 建 設 業 法 施 行 令 の 一 部

改正に伴 い、所 要 の改正を 行うも の でありま す。  

議 案 第 ３ ０ 号  非 常 勤 消 防 団 員 に 係 る 退 職 報 償 金 の 支 給 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 に つ き ま し て は 、 消 防 団 員 等 公 務 災 害 補 償 等 責

任 共 済 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 退 職 報 償 金 支 給 額 の 勤

務年数に よる区 分 を改定す るもの で あります 。  

議 案 第 ３ １ 号 及 び 議 案 第 ３ ２ 号 の 工 事 請 負 契 約 に つ き ま し て は 、 手 宮

公 園 競 技 場 ト ラ ッ ク 等 改 修 工 事 及 び 公 営 住 宅 建 替 工 事 の 請 負 契 約 を 締 結

するもの であり ま す。  

議 案 第 ３ ３ 号  市 道 路 線 の 認 定 に つ き ま し て は 、 新 た に 梅 広 線 を 認 定

するもの であり ま す。  

議 案 第 ３ ４ 号  市 道 路 線 の 変 更 に つ き ま し て は 、 朝 里 川 温 泉 橋 通 線 の

終点を変 更する も のであり ます。  

議 案 第 ３ ５ 号 及 び 議 案 第 ３ ６ 号 の 工 事 請 負 契 約 に つ き ま し て は 、 公 営

住 宅 建 替 機 械 設 備 工 事 及 び 後 志 共 同 消 防 指 令 セ ン タ ー 整 備 工 事 の 請 負 契

約を締結 するも の でありま す。  
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以 上 、 概 括 的 に 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 何 と ぞ 原 案 ど お り 御 可 決 賜

りますよ うお願 い 申し上げ ます。  

 


